
[協会けんぽから補助あり

35歳から74歳

より詳しく体の状態を調べ

ることができる検査項目が

1番多い健診

協会けんぽから補助あり

40歳・45歳・50歳・55歳
60歳・65歳 。70歳

一般健診の検査項目に詳細な

検査項目を加えた健診

NEVV

健診ごとの検査項目

NEVV

検査項目が少ない

O
必須項目

○※

20歳・25歳・30歳 は検査項目
に含まない

0
オプション項目または本人の申
し出により省略可の項目

●
尿蛋白、潜血反応が陰性であれ
ば省略可

いずれかの項目でも可

50歳以上で喫煙指数が 600以
上であり、検査を希望する者に

実施する項目

匡

医師の判断に基づき実施する項目

■
35歳及び40歳以上の者につい
ては必須、それ以外の者につい

ては医師の判断に基づき選択的
に実施する項目

■※

35歳及び40歳以上の者は必須、
ただし妊娠中その他の者であつ

て腹日が内臓脂肪の蓄積を反映
していないと判断された者、BMI
が20未満の者および自らが腹日
測定しその値を申告した者 (BAAI
が 22未満であるものに限る)に
ついては医師の判断に基づき選
択的に実施する項目

■※※

やむを得ず空腹時以外に採血を

行つた場合、随時中性脂肪によ

り検査を行うことを可とする

※ 1

中性脂肪が 400mg/d[以 上や食
後採血の場合、LDL―コレステロー

ルの代わりに non― HDL―コレステ
□―ルにより血中脂質検査を行
うことを可とする

※2

食事開始後 3.5時間以上経過し
ていること

※ 3

本人の希望等により胃内視鏡検
査に代えることができる

協会けんぱから補助あり

35歳から74歳

一般的な検査にがん検診を加えた健診が

最高 5,500円 で受診可能な健診

※20歳・25歳・30歳の若年層向けも始まりました

生活習慣病予防健診

法律により健診の実施が

義務付けられています
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生活習慣病予防健診及び人間ドック健診はすべての検査項目を受診してください。
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